
  

活躍の現場から
地域の国際理解、身近な国際交流に向けて

 ─ 長野県企画振興部国際交流課

はじめに
長野県国際交流課では、英語圏・中国・韓国からの国
際交流員３人を配置し、県内の学校や地域の国際交流イ
ベントで出身国の文化を紹介する等、地域における草の
根の交流活動を通じて、県民のみなさまの多文化理解・
国際理解の促進に取り組んでいます。
また、長野県では外国人観光客の誘客活動、海外から

の教育旅行受入れに積極的に取り組んでいることもあり、
海外からの視察団の随行や通訳・翻訳業務など、国際交
流員は県の国際交流を推進する上で、重要な役割を担っ
ています。

外国人の視点から
―地域の国際理解促進―
地域からの国際交流員派遣依頼も増加してきており、
2019 年度には 294 件の派遣依頼に対応し、地域の国
際交流コミュニティにおける講師や、学校での授業等、
幅広い内容の活動を実施しています。
例えば、地域の課題解決、まちづくりの手法を学ぶ専
門学校の授業では、外国人の目線から見た長野県につい
て発表するとともに、県の観光プロモーション事業に参
加している学生たちと一緒に、外国人が観光しやすい、

住みやすい地域づくりについて、意見交換やアイディア
出し等を行いました。
単なる国際交流、外国文化の紹介だけではなく、日本
に住んでいるとなかなか気づかない国際感覚の醸成に大
きく貢献しています。
また、「外国人の人権」をテーマとする講座も行って
おり、日本とは異なる各国の人権にかかわる認識や制度
の紹介、日本に住んで感じた外国人への偏見について、
体験談等を交えて紹介しています。受講した地域の方々
からは、「最初から外国人はこうなのだからと決めつけ
ないことが大事だと改めて感じました」等の感想をいた
だき、外国人への理解にもつながっています。
さらに国際交流員の派遣にあたり、国際交流員自ら派
遣先の要望に応じて、内容の改善を提案するなど積極的
に工夫しており、高い満足度を得ています。

身近に感じる国際交流イベント企画
国際交流員は、地域からの要望に応えるだけではなく、
独自に国際交流イベントの企画も行っており、県内の
JET プログラム参加者や県内在住の外国人と協力して、
地域の方々が気軽に外国の文化に触れていただく機会を
提供しています。
○インターナショナル・ティータイム
国際交流員や JET プログラム参加者が講師となって
各国の文化の紹介や伝統的なお菓子づくりを行う料理体
験イベントを、県内各地の公民館等で開催しています。
○外国人県民による写真展示会
県内在住の外国人が撮った写真作品を展示し、県内市
町村の協力のもと、各地域を巡回する写真展示会を毎年
開催しています。各年のテーマに沿って、外国人から見
た長野県の魅力や、自らの故郷や文化の魅力を写真で紹
介しています。
○インターナショナル・クリスマス・キャロル
JETプログラム参加者をはじめとする県内在住の外国
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人が、クリスマスの歌を英語、中国語、韓国語、日本語
で歌い、地域の方と交流するイベントです。長野市内の
大型商業施設の広場で開催する本イベントには、家族連
れが多く参加し、普段外国人と触れ合う機会が少ない子
どもたちにとって、さまざまな国の人と話したり、外国
語で歌ったりする等、国際交流を身近に感じてもらう良
い機会になっています。

このようにさまざまな国際交流イベントを行っている
ところですが、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大
の影響で、実施方法を見直さなければならなくなりまし
た。そこで、国際交流員のインスタグラムを開設（※）し、
イベントを SNS 上で開催することにより、誰でも安心
して参加でき、楽しめるような企画としました。
例えば、毎年行っていた料理教室を「世界のグルメツ
アー」と題して、県内在住の外国人から母国の料理をそ

れぞれ紹介してもらい、インスタグラムでレシピ（日本
語・英語）を公開するイベントに改めました。コロナ禍
でステイホームが増えるなか、SNSを通じてレシピを見
てくれた方が自宅で気軽にいつでも外国の料理を味わっ
ていただけるよう工夫がされています。

職員の能力向上にもひと役！
地域の方々の国際理解・多文化共生の意識醸成だけで
はなく、県職員の国際感覚の醸成・語学力向上にも国際
交流員が活躍しています。
職員研修を行う部署と連携して、国際交流員が毎週１
回の職員語学研修（英語）を実施しています。本研修で
は、ビジネス英会話、新聞の読解、英語の発表、メール
の書き方等について、34人の職員が学びました。職員か
らは「なかなか実践機会がないスピーキングの実習や、
普段関わらない他部署の職員と英語で話せて楽しかった」
という感想をいただくなど、満足度の高い研修となりま
した。他にも韓国語講座を国際交流員が自主的に企画・
実施しています。

おわりに
新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、いままでの
ような国際交流が行えない状況が続いていますが、その
中でも、地域の方々に外国文化や国際交流を身近に感じ
ていただけるよう工夫をこらしながら熱心に活動してい
る国際交流員に、大いに感謝するとともに、益々の活躍
を期待しています。

（※）長野県国際交流員インスタグラム　@nagano_cirs
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職員語学研修でグループワークを行う職員


